
看護師・介護士会看護師・介護士会看護師・介護士会

vol.3vol.3vol.3

2026.102026.102026.10

V o l . 3 　 C O N T E N T S

P 2 宮崎中央眼科病院・宮崎中央眼科病院・宮崎中央眼科病院・

アイトップ・アイキッズアイトップ・アイキッズアイトップ・アイキッズP 7

P 8 病院開放イベントのお知らせ病院開放イベントのお知らせ病院開放イベントのお知らせ

サテライトクリニックサテライトクリニックサテライトクリニック

特集特集特集

L i e nL i e nL i e n
広報　けいめい広報　けいめい広報　けいめい

宮崎中央眼科病院・サテライト・アイトップ宮崎中央眼科病院・サテライト・アイトップ宮崎中央眼科病院・サテライト・アイトップ ────    ──  

～ 絆 ～～ 絆 ～～ 絆 ～

『Ｌｉｅｎ(リアン)』はフランス語で『絆』という意味です『Ｌｉｅｎ(リアン)』はフランス語で『絆』という意味です『Ｌｉｅｎ(リアン)』はフランス語で『絆』という意味です

────    ──  

1



1979年～2013年

宮宮 崎崎 中中 央央 眼眼 科科 病病 院院宮 崎 中 央 眼 科 病 院

2013年～現在

看護師・介護士担当者ごあいさつ
宮崎中央眼科病院　看護部長　三角裕子

　２ヶ月ごとに開催されるこの会では、グルー
プ内の各施設の特色や、様々な取り組みを知る
ことができ、大変刺激をいただいています。広
報誌を通して、全職員の皆様がグループ内を知
るきっかけとなれば幸いです。

　さて、宮崎中央眼科病院は今年で開院57年を
迎えます。2013年に病院の建て替えが行われ、
中崎院長を中心としたチーム医療で、宮崎県の
眼科医療に貢献しています。
　高いスキルを持つ医師のもと、私たちも常に
最新の知識・技術に意欲的に習得し、チームの
一員として一人一人が輝ける職場つくりをめざ
して参ります。

4代目院長
中崎秀二です

初代院長　　土屋利紀
２代目院長　原田一道
３代目院長　大浦福市

2 続いて、各部署やサテライトクリニック、アイトップの紹介です！

慰安旅行 視機能看護学会

趣味のゴルフ 手話講習



総務部総務部総務部

医事課医事課医事課

医局医局医局

薬剤科薬剤科薬剤科

縁の下の力持ち

医療と患者をつなぐ窓口

医療を導く司令塔

薬で支える安心と安全
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現場のスタッフが安心して業務に取り組めるよう、
日々さまざまな面からサポートしています。給与計算
や勤怠管理、消耗品の準備・買い出し、送迎、各種手
続きなど、業務内容は多岐にわたります。「これがな
いと困る！」という場面に対応するのも私たちの役
割。目立たない仕事も多いですが、病院を支える一員
として、今日も裏側から現場を支えています。

医事課は、患者様が安心して診療を受けられる
環境を整え、医療現場を事務面から支える部署
です。受付・会計をはじめ、保険確認、診療報
酬請求（レセプト）、各種書類作成など、幅広
い業務を担っています。眼科では検査や手術な
ど専門的な診療も多く、診療内容を正しく理解
し、適切な保険請求や情報管理を行うことも大
切です。
患者様と医療スタッフをつなぐ窓口として、多
職種と連携しながら円滑な診療を支えていま
す。質の高い業務を通じて、患者様に信頼され
る眼科医療に貢献していきます。

2名の薬剤師で、入院患者さまの薬の管理や外来での
院内処方などに対応しています。患者さまが安心して
薬を使用できるよう、薬の準備や確認、服薬に関する
相談など、日々の診療を薬の面から支えています。

院長中崎医師を筆頭に、副院長三瀬医師、医局長高岸
医師をはじめ、常駐する6名の医師が診療にあたってい
ます。月曜日から金曜日まで行われる手術をはじめ、
外来診療や往診など、日々多くの患者さまの診療を担
っています。地域に根差した病院として、患者さまに
寄り添う医療を提供し、病院全体の診療を支える要と
なっています。【前列】右から：中崎院長、三瀬副院長、

【後列】右から：大久保医師、高岸医局長、
　　　　　　　　空医師、松本医師

薬剤師：櫻井真澄先生、伊東陽子先生

部長：髙山英秋

課長：志村洋信



外来看護

病棟看護

手術室

看護部看護部看護部

診療を支える看護の力

入院生活に寄り添う看護

安全な手術を支える要
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眼科外来では、患者様が安心して検査や診察、治療を
受けていただけるよう、一人ひとりに寄り添った看護
を行っています。手術やさまざまな治療を安全に受け
ていただけるよう支援するとともに、不安や疑問に耳
を傾け、点眼方法や治療後の注意点、日常生活での過
ごし方などをわかりやすく説明しています。
「見える」という大切な機能を守るため、患者様の小
さな変化や思いを大切にし、医師・視能訓練士・薬剤
師など多職種と連携しながら、安全で安心できる眼科
医療を支えています。子育て世代の職員も多く、仕事
と子育てを両立できる勤務体制を整えています。

病棟では、手術を目的とした入院が多く、周術期
看護に加え、退院後の生活を見据えた点眼指導な
どを行っています。また、ロービジョンケアを必
要とする患者様や、角膜潰瘍などで長期入院とな
る患者様もおられ、一人ひとりの状況に応じた看
護が求められます。患者様が少しでも安心して入
院生活を送れるよう、眼科の専門性と真心を大切
にしながら看護を行っています。
スタッフ同士が支え合い、優しさと笑顔のあふれ
る病棟です。

手術室は、看護師8名、補助看護師1名で、毎
日行われる手術に対応しています。当院では局
所麻酔で行う手術が多く、患者様が安心して手
術を受けられるよう、安全確認や感染対策を徹
底し、丁寧な声かけを心がけています。手術室
は緊張感のある現場ですが、医師・看護師・ス
タッフが密に連携し、安全で質の高い医療を提
供できるよう努めています。これからも知識と
技術を磨き、一人ひとりに寄り添った環境づく
りを大切にしていきます。

プラチナナースも
活躍中！

副師長：薦岡やよい

師長：仁田脇真美

副師長：西留裕美



外来検査

視機能センター

健診センター

検査科・健診センター検査科・健診センター検査科・健診センター

正確な検査で診療を支える

子どもの「見る」を守る

目の健康を守るパートナー
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健診センターは今年で開設35年目を迎えました。
全国でも珍しい眼科専門の健康診断を行っていま
す。院内での健診はもちろん、県内すべての地域
へ出張健診に伺い、眼疾患の早期発見や目のケア
の大切さをお伝えしてきました。
業務は早朝からの移動も多く、天候や季節との戦
いでもあるため、現場はいつも体力勝負です。そ
んな私たちの原動力は、行く先々での「美味しい
ご当地ランチ」。地域の味に元気をもらいなが
ら、日々楽しく全力で業務に励んでいます。
これからも県民の皆様の目の健康を守るパートナ
ーとして、私たち自身も健康・安全第一で元気に
走り続けます！

外来検査では、常に真心を持って質の高
い検査員を目指し、患者様一人ひとりに
寄り添った対応を心がけています。
CO（視能訓練士）を中心に、看護師、検
査補助スタッフで構成され、スタッフ同
士で声を掛け合いながら、明るく温かな
雰囲気の中で検査を行っています。子育
て世代の職員も活躍しており、互いに支
え合いながら業務に取り組んでいます。
正確な検査結果や画像を提供し、　　　
医師の診断・治療を支えています。

視機能センターでは、主に斜視や弱視などの小児の
患者様を対象に、視力や目の動き、ものの見え方な
どの詳しい検査を行っています。予約制を中心に、
一般外来とは離れた落ち着いた環境で、検査に集中
できる体制を整えています。また、弱視のお子さん
への訓練や、ご家族への説明・サポート、目の動き
や見え方に症状のある患者様の検査にも対応してい
ます。お子さんにも安心して検査を受けていただけ
るよう、年齢や状態に合わせた検査と、丁寧で分か
りやすい対応を心がけています。

主任：甲斐夏海

主任：西橋裕一郎

所長：鈴木洋平



生目眼科クリニック

くにとみ眼科クリニック

すみよし中央眼科

栄養科栄養科栄養科

サテライトクリニックサテライトクリニックサテライトクリニック

食の力で健康を支える

地域の目を守る身近な窓口

1995年の開業以来、地域の皆さまの「見える」
を支えてきました。2017年に現在地へ移転し、
院長である原田会長を中心に、10名のスタッフが
診療を支えています。
眼科診療はもちろん、眼鏡やコンタクトレンズの
処方にも院内で対応をしています。
写真はスタッフに眼鏡を選んでもらう原田院長の
ひとコマ。笑顔があふれる、和やかな職場です。

医師1名、看護師2名、視能訓練士1名、医事課2名
の計6名（他にアイトップ2名）で、日々の診療を支
えています。国富町、綾町、高岡町、西都市など、
近隣地域から多くの患者さまにご来院いただいてい
ます。地域の皆さまに安心して受診していただける
よう、一人ひとりに寄り添いながら、地域医療に貢
献できるよう日々取り組んでいます。
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管理栄養士2名、調理員7名の計9名で、主に入院
患者さまの食事を調理しています。朝食の準備の
ため早朝から勤務する日もあり、患者さまの状態
に合わせた食事の提供や、検食・当直者の食事な
どにも対応しています。毎日の食事が入院生活の
楽しみの一つとなるよう、献立にも工夫を凝らし
ています。ホームページでは毎月の献立も紹介し
ていますので、ぜひご覧ください。

　医師1名、看護師3名、検査員2名、医事課2名
の計8名（他にアイトップ3名）で、日々の診療を
支えています。周辺には学校も多く、学生さんに
も多くご利用いただいています。明るい笑顔と挨
拶を大切に、患者様に寄り添った対応と丁寧な説
明を心がけています。地域の皆さまに安心して頼
っていただけるクリニックを目指しています。

主任：荒川直美

院長：原田一道 師長：池田志保美

院長：津曲康一郎 師長：奥浩二

院長：長野栄作 師長：山本紗尾里



アイトップ・アイキッズアイトップ・アイキッズアイトップ・アイキッズ
アイトップ

アイキッズ
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「お客様の眼の健康を守ります」をコン
セプトに、眼鏡・コンタクトレンズを通
じて地域の皆さまの目の健康を支えるア
イトップ。中央店・住吉店・国富店の3
店舗は眼科と隣接しており、各眼科と連
携しながら、一人ひとりの目の状態や生
活に合った眼鏡・コンタクトレンズをご
提案しています。眼鏡は、視力を補うだ
けでなく、毎日の生活を快適に過ごすた
めの大切なもの。お客様のご希望に寄り
添った商品選びから、購入後の調整やメ
ンテナンスまで、安心してご利用いただ
けるよう丁寧な対応を心がけています。

子どもたちに快適に、安心して
眼鏡をかけてもらいたい。そん
な思いからオープンした、こど
もめがね専門店「アイキッ
ズ」。眼科の処方箋に基づき、
一人ひとりの顔や成長に合った
眼鏡選びをお手伝いしていま
す。購入後のメンテナンスやア
フターサービスにも力を入れ、
子どもたちの「見える喜び」と
健やかな成長を支えています。

また、目の健康を守るためには、適切
な検査や定期的な受診も大切です。眼
科と連携できる強みを生かしながら、
お客様が安心して「見る」ことを楽し
めるよう、日々取り組んでいます。こ
れからも地域の皆さまに信頼されるお
店を目指し、目の健康と快適な暮らし
を支えていきます。

店長：安藤美紀

店長：藤井秀俊
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